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 ＜QGIS：こんな時どうする？＞

（参考）よく使うCRSと対象地域

本手引きについて

　本手引きの概要

　推奨環境

 ２．分析用データセットの作成

 ３．農業集落境界データ（地図）を用いた“見える化”（QGISを用いた分析）

 １．「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法



本手引について

本手引の概要

「地域の農業を見て・知って・活かすDB」は、最新の2025年農林業センサス調査結

果をはじめ過去5回の調査結果、他府省統計調査結果（国勢調査等）、行政情報（農業

基盤情報基礎調査、多面的機能支払交付金等）などの各種データを全国約15万の農業

集落単位に組み替えて編成したデータベースです。

当データベースの最大の特徴は、ユーザーが通常のオフィスソフトを用いて、どなた

でも容易に複数のデータを統合し、自由にデータの加工・分析ができることです。

さらに、農業集落別のデータを農業集落地図と組み合わせることによって、地域の実

情を“見える化”することができます。

本手引は、地方自治体における農業政策や地域政策担当者をはじめ、農業関係団体、

教育機関等の幅広いユーザーが、地域施策や課題解決に向けた検討を行うことを想定

して、当データベースの概要とデータ加工・分析の基本的な手順を示したものです。

推奨環境

(1) ハードウェア
■ Microsoft Officeが問題なく作動するパーソナルコンピュータ
■ 対象OS：Windows11以降

(2) ソフトウェア
■ 表計算ソフト：Microsoft Excel （2016以降）
■ 地図表示ソフト：QGIS

(3) QGISのインストールについて

QGISは、GNU General Public Licenseという利用許諾条件のもとに公開されて

いる「オープンソース」のGIS（地理情報）ソフトウェアであり、自由に利用でき

ます。

QGISは、次の手順でダウンロード及びインストールが行えます。

➢ https://qgis.org/ja/download/へアクセス

➢ 最新版をインストールしたい場合は、「最新リリース(機能が最も豊富)」からイ

ンストーラーをダウンロード。

➢ （令和８年８月現在、Version 3.44が長期リリース版（LTR）としてダウンロー

ドが可能となっていますが、本手引では、Version3.34.12で解説していま

す。）

➢ ダウンロードされたインストーラーを実行し、画面に従ってインストール。

➢ セットアップの詳細は、QGISを紹介したウェブサイトを参照してください。

（紹介サイトの例：国土数値情報ダウンロードサイト（国土交通省）「QGISで

の国土数値情報利用マニュアル」の「QGISでの国土数値情報利用マニュアルを

ダウンロードする」

➢ https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/QGIS_manual.html

本手引について １
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１．「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法

（1）「地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法

１．地域の農業を見て・知って・活かすDB」の概要と利用方法 2

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB」のページにある、「【動画解説】地域
の農業を見て・知って・活かすDBの概要と利用方法」のほか「活かすDBの利用方
法」や「分析事例」 、 「リーフレット」をクリックすることで確認できます。

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDBのデータ一覧」をクリックして、分析に
利用する項目を確認します。

（2）利用可能なデータ項目の確認

初めて利用される方に
も分かり易く、概要と
利用方法を動画で解説

どんな分析ができるの？どうやって利用するの？

リーフレット

掲載項目や掲載単位は
どうなっているの？

https://www.youtube.com/watch?v=dpIEpYKEfY0


２．分析用データセットの作成

（１）利用するデータのダウンロード

２．分析用データセットの作成 3

■ 農林業センサスのデータを利用する場合、以下のリンクを開きます。

【参考】「農業集落境界・ポリゴンデータ」のタブをクリックすると、QGISで使用できる地図
データの「農業集落境界データ」、「筆ポリゴンデータ」、「土地改良事業（国営・都
道府県営）」が選択できます。
また、国土地理院標準地図等の上で指定した農業集落の位置などを検索できる「農業

集落境界の閲覧」を選択できます。



２．分析用データセットの作成

（2）2025年農業集落基準データの特徴

２．分析用データセットの作成 4

■ データ（2025年農業集落基準。以下「2025年基準」という。）はエクセル形式で
基本的に全国を一つのファイルとして格納しており、利用したい都道府県について絞
り込む場合は、ダウンロードした後、展開したファイル上でＢ列「pref」欄のフィル
ターを利用し以下の方法で絞り込むことができます。

注１：2025年基準以外のデータ及び各種境界地図データは都道府県別に格納しています。
注２：ファイルサイズが大きいデータは分割して格納しています。
注３：特にファイルサイズが大きい筆ポリゴンデータは、都道府県ごとに「7-zip形式」で更に分割して
格納しているため、当該都道府県の分割データすべてをダウンロードした上で、ダウンロードデータ
をすべて選択した状態で展開する必要があります。⇒ 筆ポリゴンデータのダウンロード方法

① 全国を１つのファイルに格納

全
国
の
デ
ー
タ

クリック

②（例）秋田県(05)のみ
のデータにする場合

クリックして
チェックを外す

③ ２行目以降をすべて選択して
「行の削除」 「行の削除」後、

クリックして展開

「すべて選択」
をチェック

④ 秋田県のみのデータとなった状態

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/shuraku_data/2025/mb/polygon_dl.pdf


（3）農林業センサスデータのダウンロード（2025年農業集落基準）

■ 2025年農林業センサスデータを使用する場合は「2025年農林業センサス」を
クリックします。2020年データも同様の手順でクリックします。

２．分析用データセットの作成 ５

タイトルの末尾に「～（2025年農業集落基準）」と表示された、2005年、2010年、

2015年及び2020年の農林業センサスデータは、2025年農林業センサス時点で認定された

農業集落に合わせて編集したデータが収録されています。

ポイント

２．分析用データセットの作成



２．分析用データセットの作成 ６

■ ダウンロード欄から使用するデータ名をクリックしてファイルをダウンロードします。
2020年データも同様の手順で行います。
※ 次の例では、2025年農林業センサスデータの「８．農業経営体_経営耕地の状況」
を選択しています。



２．分析用データセットの作成 ７

■ 2025年農林業センサスダウンロードデータ

（参考）2025年と同様に2020年のダウンロードデータを展開した例

 ※2025年農業集落基準の2020年農林業センサスデータ

市町村合併や土地区画整理事業などにより、農業集落の地域範囲が従前と異なる場

合、変更のあった当該農業集落に関するデータは接続できません。

このため、2005年、2010年、2015年及び2020年の農林業センサスデータには、

「＠（接続不能）」の記号が含まれていることがあります。

ポイント

2025年農林業センサスと同
じ農業集落による基本指標

2025年農林業
センサスデータ

2025年農林業センサス時点
の農業集落による基本指標

2020年農林業
センサスデータ



（4）データの統合

２．分析用データセットの作成 ８

同一都道府県の各ファイルのデータは、全て同じ行数（農業地域指標が全て同じ）、同じ

並び順で作成されています。このため、同一都道府県のデータであれば異なるファイル間で

あっても項目列をコピーして、貼り付けるだけで、地域がリンクされたデータとして利用

できます。

■ （3）でダウンロードした各ファイルを表計算ソフトで開きます。
■ 利用する各データを、列単位でコピーし、統合先のシートへ貼り付けることにより

1つのシートに統合。不要なデータ項目を削除してデータを加工・編集します。

※ 次の例では、2025年農林業センサス及び2020年農林業センサスの「８．農業経営体_経営耕地
の状況【SA1024】」から、田経営耕地のある経営体数と田経営耕地面積のデータを「１．農業
基盤情報基礎調査（令和２年度）【GA0001】」のデータに統合しています。

※ 以下【】はデータ一覧の「表コード」を記載しています。

ポイント

令和２年農業基盤情報基礎調査のデータ

2025年農林業センサスのデータ

2020年農林業センサスのデータ
（2025年農業集落基準）

利用するデータの列を
選択してコピーします。

１

統合先のデー
タの指標部の右
側に「コピーし
たセルの挿入」
で貼り付けます。

２

使用しない
項目は列を削
除します。

３



２．分析用データセットの作成 ９

データの中で、E列の農業集落（RCOM）が「999」や「-99」である行は、水面や自衛
隊の演習地などで農業集落として認定されていない地域です。
このため、農業集落数を求める場合は、これらの行も除外してください。

データには、農業集落（RCOM）の結果を積み上げた、旧市区町村（KCITY）計、市区町
村（CITY）計、都道府県（PREF）計の集計値行が含まれています。分析の用途に合わせて、
不要な行を除外する必要があります。
データの整理の最後に、４ページの方法により分析の対象とする都道府県を抽出します。

■ 一定条件（要件）を満たす農業集落数をカウントするなど、農業集落数の分析を行

う場合は、都道府県計、市区町村計及び旧市区町村計の行を除外して集計する必要が

あります。このため、除外する行と集計する行とを区分するための指標となるフラグ

を設定する必要があります。

※ 次の例では、８ページで統合したデータに指標となるフラグを付加するために、各行の集落

データを区分するためのフラグが設定された「掲載データ」タブの「地域指標」の「４．レコー

ド区分」【IA0002】ファイルから、必要な項目をコピーし、データの右端の列に貼り付けます。

！注意！

！注意！

統合先のデータの右端に貼
り付けます。

地域指標のレコード区分
１

農業集落レコードが「０」
の行が集計除外する行になり
ます。

２

農業集落レコードが「０」
の行が集計除外する行になり
ます。

２

８ページで統合したデータファイル



３．農業集落境界データ（地図）を用いた“見える化”（QGISを用いた分析）

（1）農業集落境界データのダウンロード

３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析) 10

■ 「地域の農業を見て・知って・活かすDB」のページから「農業集落境界・ポリゴ

ンデータ」タブをクリックし「農業集落境界データ」のリンクを開きます。

■ 「ダウンロード」から「１．農業集落境界」をクリックし、利用する都道府県の

ファイルをクリックするとダウンロードが始まります。

■ ダウンロードしたファイルはZip形式で圧縮されているため、任意のフォルダに解

凍します（QGISではZipファイルの状態ではテーブル結合などの処理ができないため、

必ず解凍したフォルダを作成し使用してください。）。

※ 境界データはSHAPEというデータ形式で、cpq､dbf､prj､qix､shp､shxの６つの

ファイルが入ったフォルダが作成されます。

（2）農業集落境界データの読み込み

■ QGISをダウンロードしたフォルダ内の“QGIS Desktop”をクリックして起動しま

す。

■ （1）の農業集落境界データを読み込みます。

農業集落境界データのフォル
ダをQGIS画面のレイヤパネル
にドラッグ＆ドロップします。

１

レ
イ
ヤ
パ
ネ
ル



（3）データファイルの読み込み

３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

データファイルのシートを表
示した状態で、「名前を付けて
保存」をクリックします。

ファイルの種類を「CSV（コ
ンマ区切り）」を選択し、ファ
イル名を入力します。

11

■ 新たに作成したデータファイルを CSV形式に変換します。

※ 表計算ソフトで加工したデータセットをQGISで読み込めるよう、CSV形式へ変換します。

※ 表（シート）内の数値項目に数式が設定されたままではQGISで正しく読み込まれないため、
例えば、「コピー」→「値」として貼り付けするなどして、数式から値に変換します。

※ 新たに作成したデータセットは、2025年農林業センサスの「31．個人経営体_年齢別の基
幹的農業従事者数_北海道～三重県」【SA4003】の男女計（K列）をもとに、65歳以上の
基幹的農業従事者数の割合を求め、地域指標「１．農業地域類型（令和5年改訂）」

【IA0001】の「地域類型１次分類」（K列）を貼り付けたものです。

１

２

ファイルがレイヤパネルに追加され、
マップキャンバスに都道府県の農業集
落地図が自動的に表示されます。

マ
ッ
プ
キ
ャ
ン
バ
ス

２

男女計(A) 65歳以上計(B) (B)/(A)*100

データファイル.xlsx
の掲載データ



① ツールバーの「データソースマネージャー」をクリック

② 「CSVテキスト」をクリック

③ ファイル名右横の「…」（ブラウザボタン）をクリックしエクスプローラを開く

④ 開いたエクスプローラから使用するCSVファイルを選択

⑤ 「開く」をクリック

３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析) 12

■ CSVデータファイルの読み込み

(b)(a)

データソースマネージャー
１

ＣＳＶテキスト
２

ブラウザボタン
３

 をクリック(a)
６

 をクリック(b)
７

⑥ (a)を展開し「ファイル形式」を設定
⑦ (b)を展開し「ジオメトリ定義」を設定
⑧ サンプルデータの欄でデータの型を設定（参照図はP13に掲載）
※ サンプルデータ欄の日本語データが文字化けしている場合は、文字コードのプルダウンか
ら「Shift_JIS」又は「UTF-8」を選択する

・「key」～「rcom_name」は「テキスト（string）」に設定
・「データ年次」、「男女計」～「85歳以上」は「整数（32bit）」に設定
・「65歳以上基幹的農業従事者数割合」は「倍精度（double）」に設定

⑨ 「追加」をクリック（レイヤプロパティに「データファイル」レイヤが追加される）
⑩ 「閉じる」をクリック

「追加」を
クリック

9

「閉じる」
をクリック

10

P13参照

8

「開く」を
クリック

エクスプローラ
から使用するCSV
ファイルを選択

４

５



３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析) 13

「結合属性(J)」をチェックす
ることで、下欄の項目が選択可
能となるので、結合しようとす
る項目をクリックしてチェック
を入れます。

テーブル結合タブを選
択して下部の「+」をク
リックします。

（4）農業集落境界データとデータファイルの結合

■ 農業集落境界データにデータファイルを結合します。

２

４

結合するデータファイル
と結合に利用する項目を
（「KEY」）選択します。

３

倍精度（double）:小数点付き数値テキスト（string）:文字列 整数（32bit）:整数8

レイヤパネルで集落境界
をダブルクリックします。

１



（5）地図の塗り分け（数値データの場合）

■ 結合したデータ項目（数値データ）により農業集落の塗り分けを設定します。

３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

レイヤパネルで
集落境界をダブル
クリックします。

14

「値」で色分けに使う
項目を選択し、「シンボ
ル」、「モード」、「ク
ラス（分類数）」を設定
します。

シンボロジを選択して「連続値に
よる定義」をクリックします。

各階層のシンボル、値、
凡例の内容は、該当箇所
をダブルクリックすると
直接修正できます。

１

２

３

４

ポイント

上記、 で各階層の値について、より詳細に設定する必要がある場合は、 で「ルールによ

る定義（rule-based）」に変更し、階層ごとに表示される「ルール」（条件式）をダブルク

リック後、フィルタ欄の右端「ε」をクリックすると詳細な条件式が表示されるので、ここで設

定を行います。

また、 の「モード」欄では「丸め間隔」以外に、「固定間隔」「対数スケール」「標準偏

差」「等量分類」「等間隔分類」「自然分類」が選択できます。

４ ２

３



（6）地図の塗り分け（分類データの場合）

■ 結合したデータ項目（分類データ）により農業集落の塗り分けを設定します。

３. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析)

シンボロジを選択して「カテゴリ
値による定義」をクリックします。

「値」で色分けに使
う項目を選択し、「分
類」ボタンをクリック
します。

それぞれのシンボルを
ダブルクリックします。

「シンボルレイヤタイプ」、
「色」、「ストローク幅」等の
設定を行います。

15

２

３

４

５

レイヤパネルで集落境界
をダブルクリックします。

１



（7）地図の重ね合わせ表示

■ （5）で作成した地図の複製を作ります。
■ 複製した地図に対して、（6）の設定をします。
■ 地図レイヤの入れ替えにより、重ね合わせの表示を調整します。

４. 農業集落境界データ(地図)を用いた“見える化”(QGISを用いた分析) 16

レイヤパネルで集落境界を右ク
リックし、「レイヤを複製」を選
択するとコピーが作成されます。

（5）(6)に従って地図の塗り
分け設定を変更し、レイヤの
チェックボックスにチェックを
いれます。

レイヤをドラッグ
して、表示する順番
を変更します。

１

２

３



①「選択部分を反転する」、②「編集モード切
替」、③「選択地物を削除」の順にクリックしま
す。 で指定した市町村のみが残ります。最後に
「編集モード切替」で編集モードを終了します。

① 作業の途中で経過を保存したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

「プロジェクトを開く」ボタンから保存した
ファイルを選択するか、保存したファイルをダ
ブルクリックで再開できます。

「プロジェクトの保存」ボ
タンから、保存できます。

② 特定の市町村のみの地図を切り出したい

レイヤパネルで集落境界を
右クリックし、「属性テーブ
ルを開く」をクリックします。

「式による地物選択」をク
リックします。

残したい市町村番号を指定
して下の「地物の選択」をク
リックします。
例：CITY=201

①② ③

＜QGIS：こんなときどうする？＞

17

一般的なソフトウェアと同様に、「プロジェクトの保存」、「プロジェクトを開く」
から作業の中断、再開ができます。

地図の属性情報から、該当市町村以外の地域を選択して削除します。

１

２

１

２

３

４



③ 複数の都道府県を１つの地図レイヤにしたい

＜QGIS：こんなときどうする？＞ 18

メニューから「ベクタ」>
「データ管理ツール」>「ベクタ
レイヤをマージ」を選びます。

２

出力レイヤ「…」タブを押し、「ファイルを保存」から保存先を選択します。保存するフォ
ルダを作成しフォルダ名（任意）及びファイル名（任意）を入力します。
「ファイルの種類」を「SHP files（*.shp）」とし、「保存」 > 「実行」をクリックします。

４

結合したい複数の都道
府県の境界データをレイ
ヤパネルにドラッグ＆ド
ロップします。

１

入力レイヤ「…」タブを押し、該当レイヤ
を選択→OK。 座標参照系（CRS）を選択
します。

３

選択した保存先に結合されたファイルが保存
されます（例では「（任意の名前）」という
フォルダを作成し、ここに格納しました）。

5



④ 地図を印刷したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

「新規印刷レイアウト」
をクリックします。

OKをクリック
します。

「 凡例を追加」
をクリックして、地
図と同じ要領で画面
上に配置します。

19

用紙のイメージ上に地図や凡例を配置して、印刷を行います。

１

２

4

白紙のレイアウト画面
が開くので「 地図を追
加」をクリックして、画
面左上角から右下角に向
かって四角形を描きます。

３

(ア) アイテム（追加した地図や凡例な
ど）を右クリックし「アイテムプロ
パティ」を選択し、それぞれの表示を
調整します。

(イ) 用紙の設定は、地図の描画領域上
で右クリックし、「ページのプロパ
ティ」を選択しここで設定します。

５

(ア)(イ)(ウ) 印刷します。
 (エ) PDFや画像形式でも
保存できます。

６

(ウ) (エ)



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑤ 地図を画像として保存したい

プロジェクトの「インポー
トとエクスポート」>「地図
を画像にエクスポート」をク
リックします。

20

作業中の地図を画像ファイルとして出力します。凡例や縮尺をつけた画像ファイルが

必要な場合は、「地図を印刷したい」の項目を見てください。



⑥ 属性データが数値として扱えない

＜QGIS：こんなときどうする？＞

「新規フィールドを作成」にチェックが
入っていることを確認、「出力する属性
（フィールド）の名前」は数値に変換したい
項目の名前（任意の名前）を入力し、
「フィールド型」は「小数点付き数値
（real)」を選択します。

項目名は、「フィール
ドと値」から選択でき
ます。

21

CSVファイルから文字列としてQGISに取り込まれた項目を数値に変換し、新しい属性

データとして追加します。

式に「to_real(”【項目名】”)」と入力し、
OKを押すと、データ変換した項目が追加さ
れます。

３

４

テキスト(string) ： 文字列
整数(64bit)        ： 整数

倍精度(double) ： 小数点付き数値

「フィールド計算機」
ボタンをクリックします。

２

レイヤパネルで集落
境界をダブルクリッ
クし「フィールド」
を選択します。

１



⑦ 取り込んだデータから分析指標を作成したい

＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑧ 集落の名称を表示したい

レイヤパネルで集落境
界をダブルクリックしま
す。 単一定義を選択して値に

「RCOM_NAME」(農業集
落名)を設定します。

22

農業集落境界とリンクしたデータを組み合わせて、分析に用いる変数を作成します。

集落境界レイヤの表示設定を行って、農業集落名称を表示させます。

１

２

「フィールド計算
機」ボタンをクリッ
クします。

２

レイヤパネルで集
落境界をダブルク
リックし「フィール
ド」を選択します。

「新規フィールドを作成」に
チェックが入っていることを確認、
「出力する属性（フィールド）の名
前」に任意の名前を入力し、
「フィールド型」を「小数点付き数
値（real）」にします。

式に変数を作成する数式を入力し
ます。

項目名は、「フィール
ドと値」から選択でき
ます。

３

１



＜QGIS：こんなときどうする？＞

レイヤパネルで集落境
界を選択します。

「地物情報表示」のアイ
コンをクリックします。

23

⑨ 農業集落の属性情報を確認したい

選択した農業集落の情報を、サイドパネルに表示させます。

市町村名と農業集落名など、複数の属性情報を表示する場合は、表示したい内容を式

で指定します。

地図上で農業集落を選
択するとサイドパネルに
「地物情報」が表示され
ます。

１

２

３

右の「フィールドと値」から項目を
追加します。項目間には「||’¥n’ ||」を
入力します。

２

ラベルタブを選択して
「ε」ボタンをクリック
します。

１

” CITY_NAME” ||’¥n’ ||
”KCITY_NAME” ||’¥n’ ||
” RCOM_NAME”

「||」は文字列の連結、
「’¥n’」は改行を意味します。



＜QGIS：こんなときどうする？＞ 24

⑩ 背景に地形図を表示したい

QGISに、国土地理院の地図を読み込み、地図を表示できるようにします。

■ XYZ接続を表示します。

※ XYZ接続の表示には、QGISがインターネットに接続できる必要があります。

「インターネット接続の設定をしたい」をご覧ください。

「XYZ Tiles」を右
クリック＞「新規接
続」をクリックします。

URLを入力し、必要に
応じて、認証設定を行っ
てください。
(P.25「インターネット接
続の設定をしたい」参照)

１

２

国土地理院標準地図のURL

https://cyberjapandata.gsi.go.jp/xyz/std/{z}/{x}/{y}.png

「XYZ Tiles」の左側にある「 」
をクリックすると、設定した接続が
表示されます。
設定した接続（国土地理院標準地

図）のダブルクリックで、レイヤパ
ネルにレイヤが表示され、同時に地
図表示部に地形図が表示されます。

３



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑪ インターネット接続の設定をしたい

⑫ 地図が横長に歪んで見える

画面下の「EPSG」をクリック
します。

フィルターに「3857」を
入力します。

「WGS 84 / Pseudo-
Mercator」を選択し、OK
ボタンをクリックします。

「設定」＞「オプショ
ン」をクリックします。

25

利用環境によっては、インターネットの接続にプロキシサーバーの設定が必要な場合

があります。

設定内容は環境によって異なるため、ネットワークの管理者にご確認ください。

地図は、投影方法によって歪みが生じます。投影方法を変更すると見え方が変わりま

す。以下は、インターネットの地図サービスで使われている投影方法を指定する例です。

１

１

２

３

「＋」をクリックし、
認証の設定を行います。

３

ネットワークタブの
「ウェブ接続にプロキシを
使用する」にチェックを入
れ、プロキシの情報を入力
します。

２



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑬ 別途入手した地図データが農業集落境界と重ならない

26

地図を正しく表示するためには、地図データの座標系（CRS）を正しく指定する必要

があります。

■ 各レイヤのCRS（座標系）を指定します。

データの座標系は、データ入手先に確認してください。農業集落境界データは、

JGD2000（EPSG：4612）です。

レイヤパネルで地図を
ダブルクリックします。

１

CRSの選択ボタンを
クリックします。

２

適切な座標系（CRS）
を選択してOKをクリック
します。

３



＜QGIS：こんなときどうする？＞

⑭ 文字化けを解消したい

27

農業集落境界データの属性テーブルを開いた時や地図に集落名等を表示させた時に

文字化けのため、集落名等が正しく表示されない場合があり、文字化けを解消して正

しい文字を表示させる必要があります。

レイヤパネルで集落
境界をダブルクリック
します。

１

ソースタブを選択し、
「文字コード」のプル
ダウンをクリックして
開きます。

２

文字コードを
「Shift_JIS」又は
「UTF-8」に変更し
OKをクリックします。

３



＜（参考） よく使うCRSと対象地域＞

（参考） よく使うCRSと対象地域

28

注１：座標系とは、地球上のある場所の位置を、座標値（経緯度またはXYなど）を使って示す際の決まりの
ことをいいます。
一般的に利用される座標系には、大きく分けて「経緯度座標系（球形座標系）」と「XY座標系（数学座

標系）」の2つがあります。
注２："経緯度座標系"は、赤道からの角度（緯度）、子午線からの角度（経度）により位置を示すもので、
広い範囲を扱う小縮尺向きの座標系です。

注３："XY座標系"は、地球を平面に投影した面上における原点からの距離で位置を示すものです。代表的な
ものに「平面直角座標系（19座標系）」や「UTM座標系」などがあります。

注４：“平面直角座標系”は、日本の公共測量で採用されている座標系で、「平成14年国土交通省告示第9
号」で定義されています。
国土地理院刊行の「1/2,500 国土基本図」や「1/5,000 国土基本図」など、大縮尺地図で利用されていま
す。投影法はガウス クリューゲル図法（「横メルカトル図法」とも呼ばれる）を採用し、楕円体面を平面
に投影することによる歪みを小さくするために、日本全国を 19 の地域に分割してそれぞれに座標原点を
設けています。

注５：”CRS”は、「Coordinate Reference System」の略であり、座標参照系といいます。“CRS”は、GIS 
の中で一般的に使用されている位置を表す決まりのことです。

注６：”EPSG”は、「European Petroleum Survey Group」の略であり、EPSGコードは各国の様々な測地 
系や投影法に対して、ユニークな ID 番号（コード：EPSG○○○○）を振り分けたものです。

■ 経緯度座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 4612 全域

■ 平面直角座標系

測地系 名 称 EPSG 主な対象地域

世界測地系 JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅰ 2443 長崎県、（鹿児島県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅱ 2444
福岡県､佐賀県､熊本県､大分県､

宮崎県､鹿児島県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅲ 2445 島根県､広島県､山口県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅳ 2446 香川県､徳島県､愛媛県､高知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅴ 2447 兵庫県､鳥取県､岡山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅵ 2448
福井県､三重県､滋賀県､京都府､

大阪府､奈良県､和歌山県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅶ 2449 富山県､石川県､岐阜県､愛知県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅷ 2450 新潟県､山梨県､長野県､静岡県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅸ 2451
福島県､茨城県､栃木県､群馬県､

埼玉県､千葉県､東京都､神奈川県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS Ⅹ 2452
青森県､岩手県､秋田県､宮城県､

山形県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅠ 2453 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅡ 2454 北海道（北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅢ 2455 （北海道の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅣ 2456 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅤ 2457 沖縄県

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅥ 2458 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅦ 2459 （沖縄県の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅧ 2460 （東京都の一部）

JGD2000 / Japan Plane Rectangular CS ⅩⅨ 2461 （東京都の一部）
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